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並四小ホームページhttp://www.edu.city.yokohama.jp/sch/es/namiki4 並木第四小学校
あいさつ運動 「あいさつで 笑顔輝く 並木のまちに」 校長 田中 光信

根を大きく張って、力強くはばたけ並四っ子
校長 田中 光信

体育館前の梅の花が美しく咲き、春を告げてくれています。６年生は卒業に向けていろ
いろなことに前向きに取り組んでいます。「飛ぶ（立つ）鳥跡を濁さず」のように、最後
までできることをきちんとやり遂げ、並木第四小の卒業生として大きく羽ばたいてほしい
と思います
インフルエンザの影響で実施が危ぶまれた「たてわり冬まつり」も柴漁港の漁師さん、

つつじクラブ、富岡飛行倶楽部、並四ぷらネット（親父の会）、ＰＴＡ保護者の皆さんの
おかげで無事終了しました。まさに地域の力が結集した行事でした。インフルエンザの拡
散を防ぐため、獅子舞は、５・６年のみの見学になってしまったことや縦割りから学年毎
の活動になったことは残念でしたが、６年生も例年通り全員もちつきを経験することがで
き、おいしいお雑煮を食べて、楽しい昔遊びや紙飛行機づくりが経験できてよかったです。
来年度は、インフルエンザが流行しないことを切に祈っています。
さて、本校には、校章のハナミズキ、桜、梅、百日紅、メタコセイヤ、やまもも、あん

ず、レモン、ミカン、りんご、あけび、グミなどたくさんの樹木があります。樹木は根を
しっかり張って、地中深く太く伸びないと大きく育ちません。「根」という字は、「根性」
「根気」「根源」「根本」など生きていくうえで大切な言葉として使われています。まさ
に教育の原点です。子どもたちも大きく健やかに成長するためには樹木と同じように栄養
をしっかり摂り、太陽の光を浴び、雨風や暑さ、寒さに耐え逞しく成長していくことが必
要です。
「学校」の「校」は「木が交わる」と書きます。まさに「学校」とは、「木が交わると

ころで学ぶ」となります。「家庭」も「家」と「庭」の字で成り立っています。
今年度、個別支援学級の児童は「１８種類の野菜を育てたこと」「メロンを育て、ケー

キを作ったこと」「大人がジャンプしても届かないくらいの高さになったひまわりのこと」
などを金沢区合同学習発表会でクイズ形式にして発表しました。拍手や歓声が飛び交うな
ど会場と一体となったすばらしい発表でした。来年度もさらにたくさんの野菜を育て、い
ろいろなことを学んでほしいと思います。
さて、このたび、学校支援・地域連携本部「なみよんＦＡＮくらぶ」の功績が称えられ、

2月21日（木）南部教育事務所所長賞が久保寺 浩所長より学校・地域コーディネーター
の皆さん（長浜さん、高橋さん、日下部さん）に授与されました。学習ボランティアと密
に連携して、漢字能力検定・算数検定を実施したり学校教育に大きく貢献したりしている
学校・地域コーディネーターの方々の様々な取組には、各方面から高い評価をいただいて
います。学校・地域コーディネーターは、あくまでボランティアですのでいつまでやって
いただけるか分かりません。改めて感謝申し上げます。また、毎回すばらしい出来に仕上
がっている本校のＰＴＡ広報誌も委員会活動ではなく、ボランティアの方が行ってくださ
っていることを改めてご報告させていただきます。一年間ありがとうございました。
２月１１日（月）スーパータッチボール交流会に多数応援に来て下さり、誠にありがと

うございました。教職員の働き方改革が叫ばれている現在、このように年間を通して朝練
を行って子どもを指導している学校は少ないのが現状です。初めて参加した４年生ですが、
３位になったチームがありよかったです。負けて悔し涙を流す６年生の姿には３年間の集
大成としての最後のゲームに対する熱い思いを感じ、感動しました。
平成３０年度ありがとうございました。この広い学校（校庭・校舎）で様々なドラマが

展開されました。来年度も樹木の成長を感じながら、根をしっかり張った教育を展開して
いきたいと思います。温かいご支援・ご協力よろしくお願いします。



日 曜 行 事 内 容 日 曜 行 事 内 容

１ 金 感謝の会・懇談会(6年) 11 月 朝会

２ 土 並四学区見守り隊運営委員会 12 火 教育相談(最終) IUIお別れ会 IUI

学校運営協議会 地域交流室運営委員会 13 水 登下校班長会議

３ 日 14 木 AET

４ 月 児童朝会 学校報告会・懇談会 15 金 大掃除(6年) 卒業式予行

国際人をめざす会(6年)④ AETお別れ会 AET

５ 火 ﾊﾞｲｷﾝｸﾞ給食(6-1) 16 土

６ 水 ﾊﾞｲｷﾝｸﾞ給食(6-2) 17 日

７ 木 ６年生ありがとうの会 AET 18 月 朝会 給食終了 卒業式準備(5年)

８ 金 たてわり活動(④･給食) 19 火 卒業証書授与式 卒業を祝う会

９ 土 地域防災拠点運営委員会 20 水 12:10下校

10 日 21 木 O 春分の日

22 金 大掃除(1～5年) 12:10下校

23 土

24 日

IUI:ミンファン先生 25 月 修了式 離任式 12:10下校

AET:マンディー先生の授業の日です。 26 火 学年末休業（26～31日）

4/1 月 春季休業（1日～4日）

４ 木 新年度準備(新6年登校日）

５ 金 着任式・始業式 入学式

○次年度に向け交通道徳を守って正しい通学路で登下校をしたり、通学路の危険箇所を知って

危険を回避したりできるようにすると共に、高学年に登校班のリーダーとしての自覚をもた

せることを目的として計画しました。

日時・場所 平成31年3月13日(水)中休み ３階多目的室

内 容 ・集合時刻や集合場所の確認 ・集団登下校時の並び方

○集団登校

日にち 平成31年4月8日（月）～4月11日（木）
内 容 ・1年生を中心に正しい通学路をそろって安全に登校する。

・登校時刻を守る。
※登校班の集合する場所と時刻をご家庭でご確認ください。分からない場合には、
校外委員さんにお問い合わせください。

○集団下校
日にち 平成31年4月10日（水）
内 容 ・通学路の危険箇所を知り、安全な登下校の仕方を身に付ける。

※ キッズクラブに行くお子さんは、事前に、キッズクラブ及び担任にお知らせ
ください。キッズクラブに行くお子さんは、直接キッズクラブに行きます。

※ 学校を11:50頃に地区班ごとに出発し、集合場所等を確認して解散します。



昨年度より、離任式を学年末授業日の最終日に行っています。本年度は、離任式を３月２５
日(月)の１１時１５分より体育館で行います。
離任する職員の内示は、まだありませんが、離任する職員がいるという前提で進めています。

卒業式後に詳しいご案内を出しますので、ご承知ください。

３月５日(火)・６日(水）
○６年生は、食教育を受けてバイキング給食を行います。栄養教諭の逸見先生の事前指導の下、
自分で主菜・副菜等を考えカロリーを計算して選択しました。最初は、自分の好みのものば
かりを選んでいた子どももいたようですが、これを機にバランスのとれた食事を考えてでき
るとよいと願っています。

3月4日（月）に本年度の学校報告会及び本年度最後の懇談会(1～5年)を行います。児童は特
別時程で14時下校開始となります。

１４：１５～ 学校報告会(各教室でテレビ放送)
１４：４０～ 懇談会(1～5年)

○転居のご予定のある方は、学区内であっても必ず担任までお知らせください。その際に
は、お手数をおかけしますが、校外委員の方にもご連絡くださいますようお願いいたしま
す。校外委員の方が分からない場合には、学校にご連絡ください。

英語活動

マンディー先生 今年も英語を楽しく教えて

いただきました。ありがとうございました。

国際理解教室

ミンファン先生 台湾の文化や遊びをたくさん

教えていただきました。ありがとうございました。



１月３０日（水）３，４組の児童は、磯子公会堂で開かれた
合同学習発表会に参加しました。今年度育てた野菜や花につい
てクイズを出しました。時間の関係でわずか５問しか問題は出
せませんでしたが、正解の解説の中でこれまでがんばってきた
ことや並四小の特徴などを織り込んで話しました。客席からは
大きな歓声があがり、みんなから拍手をもらえました。他校の
児童の発表も見てきました。自分たちの発表以外にも、心に残
ったものがあるようでした。
また、２月１３日（水）に富岡東中・並木中学校ブロック小

中交流会でも発表しました。中学校の生徒の発表もあり、子どもた
ちは演奏に聴き入っていました。

学校長の巻頭言にもあ
りますように、２月１１
日（月）にスーパー・タ
ッチ・ボール大会があり
ました。金沢区ロードレ
ース大会と掛け持ちをし
た子もいました。どのチ
ームもとても頑張ってい
ました。
また、２月２１日（木）

には、学校教育に大きく貢献した「なみよ
んＦＡＮくらぶ」に感謝状が授与されま
した。同日、並四応援団感謝の会がありま
した。並木第四小学校は多くの方々に支え
られています。ありがとうございました。

２６日(火) 国語「スーホの白い馬」の学習で、
あーすぷらざに見学に行きました。モンゴルの映画
を観たり、民族衣装を着たりしたことで、モンゴル
の暮らしぶりを知ることができました。
また、一人ひとりが馬頭琴を体験することで、「スー

ホの白い馬」の世界にどっぷりとひたりました。

２８日（木） ５年生はニュースパークに見学に行き
ました。実際に新聞記事を書いて、新聞にしてもらった
り、放送局のスタジオのような場所でニュースキャスタ
ーのように振る舞ってみたりしました。情報がどのよう
に配信されるか理解の一助になれば幸いです。


